
マッピングファイル仕様ｖ１.0.1のポイント
（マッピングファイル仕様ｖ１．０からの変更点）

 項目ラベルに対するマッピング先(構造化項目名)の指定にオブジェクト指定を追加
マッピングの際に個々の項⽬と構造化項⽬名の対応づけについて注意事項や備考などを記録しておくこ
とは有用

現在の仕様ではマッピング先の指定は構造化項目名のみのため、マッピング先の指定方法にオブジェク
トを追加し、構造化項目名とコメントを併記可能とする
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個々のマッピングに対してコメントを記述可能とし、設計者の意図を利用者に伝える

{
"mapping": {

"姓名": "ic:人型>ic:氏名>ic:姓名",
"性別": {

"value": "ic:人型>ic:性別"},
"生年月日": {

"value": "ic:人型>ic:生年月日>ic:標準型日付",
"description": "DMDの標準型日付は生年月日に相当"}

},
"description": "人型テストDMDへのマッピング",
"targetDMD": "人型テスト.zip"

}

マッピング先に構造化項目名を直接指定する従来の記述

マッピング先にオブジェクトを指定し、valueに構造化項目名を記述

マッピング先にオブジェクトを指定し、
valueに構造化項目名
descriptionに説明

を記述

↑
上記全ての記述法が利用可能
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